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The Research Trend on Athlete Students in University Sports: Focusing on balancing studies and competition 
 

 

一ノ瀬 大一 

 

１．アスリート学生視点および大学側視点における問題

点と課題 
  

 近年の大学スポーツに関する政策を整理すると,政府

としてスポーツ政策を総合的に推進し,スポーツを通じ

て社会を発展させていくため,2015 年にスポーツ庁が創

設され,スポーツ庁では,2011 年のスポーツ基本法の趣旨

に基づき,2017 年に第 2 期スポーツ基本計画を定めるな

ど,大学におけるスポーツ活動の重要性が少しずつ認識

されてきていると考えられる. オリンピアンの約 3 分の

2 を大学生又は大学卒業生が占めるなど（鈴木,2020）,我

が国のスポーツの発展や競技力の向上において,大学ス

ポーツやアスリート学生の果たしてきた役割は大きいが,

大学スポーツに関しては、基本的に自主的・自律的活動

（正課外活動）であるとの認識によって,大学は積極的に

関与してこなかった実態がある（文部科学省,2017）. 大

学時代は競技力の向上のみならず,将来社会で活躍する

上で必要なスキルを身につけ,人間形成を図る上でも重

要な時期であるため,大学はアスリート学生が学業と競

技の両立を実現するために修学上の配慮をすると同時に,

将来に向けたキャリア形成支援を行って社会に送り出す

ことが期待されている（文部科学省,2017）. 

スポーツ庁が 2017 年に行った調査によれば,強化指定

部を選定し,特定の運動部に支援している大学が 33.8％,

スポーツ推薦入試を導入している大学が 37.8％であり,

その他にも,用具の購入,奨学金の給付,授業料減免,運動部

専用の寮の設置や食事のサポートなどの大学スポーツ強

化策を展開している一方で,大学スポーツが抱える課題

として,267 大学が指導者不足を,315 大学が学業との両立

を挙げ,活動の継続や公式戦の出場に学業成績要件を導

入している大学は 6.2％に留まっている（スポーツ

庁,2017）. 加えて,全国大学体育連合（2015）では,運動部

学生の学修支援について約 70％の大学がその必要性を

感じているものの，学業不振のアスリート学生に対して，

指導や参加制限などを行っている大学は約 4 割という十

分とは言い難い状況を報告している（全国体育連合

2015,pp.2）. 

また,日本スポーツ振興センター（2014）によると,大学

スポーツ強化の意義に関するアンケートの結果,運動部

活動の活躍が学校にとって有益であると回答した大学は

100%であり,その理由として,「知名度向上」,「受験生確

保」が最も多く,特に約 70％の大学がプロモーション戦略

として捉えており,教育的価値を踏まえた「人間形成」を

目的としていると回答した大学は約 10％と少数であっ

た（日本スポーツ振興センター2014,pp.137）.  

その他,アスリート学生が多く受験する入学者選抜に

関しても,従来の入学者選抜とは異なり,学力を測ること

が少なく,面接と書類審査で合格になるケースが多く（栗

山,2020）,基礎学力不足,本人の興味関心とは異なる学部

学科に所属することによって,学習意欲の低下やミスマ

ッチから低修得単位に陥り,留年,卒業延期や中退で社会

に出るケースが生じていることが考えられる. 

これを踏まえれば,大学側の思惑としては,全国大会出

場といった競技成績に注力して競技力の高い選手獲得や

環境整備,注目度の高いスポーツにおけるアスリート学

生の活躍により,大学経営視点での大学知名度の向上や

ブランドイメージを高め,第一義として学生募集効果を

期待している感が否めない.加えて,競技団体のあり方か

ら生ずる問題として,公益財団法人全国高等学校体育連

盟が存在する高等学校とは異なり,競技ごとに学生連盟
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が設置されているため,形式上,組織が縦割り構造で,競技

横断的にはなっておらず、試合日程を含めたスケジュー

ルもまちまちで他の競技者や一般学生が知る機会が少な

く,公式試合も授業期間中の平日に実施されることがあ

るなどの理由により,正課教育（学修）に影響が出ること

も考えられる.アスリート学生が全国の舞台で活躍する

ためには幼少期から絶え間ない努力をすることが極めて

重要であることは言うまでもなく,初等・中等教育におい

て補習教育等で何とか補完してきたとも考えられる学業

よりも競技中心の生活でもよいという考え方を,本人や

周囲が抱くのも無理からぬことである. 

「大学にとってのアスリート学生」という視点から見

える問題点,課題は,大学スポーツにおいて,アスリート学

生が高い競技成績を残すことを通して,大学の知名度や

ブランドイメージの向上させることを目的に強化支援策

を展開し、受験生確保や志願者数増加といった大学経営

面への効果を期待している点であると考えられる.であ

れば,大学はアスリート学生を利用しているという点が

課題であると言わざるを得ない. 

「アスリート学生にとっての大学」という視点から見

える問題点,課題は, 主に高等学校時の競技成績や競技能

力が高いことが評価され,従来の入試方法とは異なり,学

力選抜を経てなく面接や書類審査で合格し,入学したこ

とによって,高い競技成績を残すことに加えて,将来はプ

ロや実業団で競技を継続することを目標とした競技中心

の学生生活であっても,学業面は補習教育等で何とかな

るのではないか,ひいては,何とかしてくれるだろうとい

う考え方が生じてしまう点である. 

このように,大学とアスリート学生との関係としては,

大学はアスリート学生を利用し,アスリート学生は大学

に甘えるといった相互利用とも言える共依存構造の側面

があると言っても過言ではない. 

この両面の組み合わせから出てくる課題を解決する

ためには,大学としてどのような施策を打つべきかを検

討課題とすべきであろう. 

こうした課題意識のもと,大学スポーツにおけるアス

リート学生の研究動向についてまとめることとする. 

 

２．大学スポーツにおけるアスリート学生の定義づけと

文献調査および文献整理方法 

 

初めに,用語の定義を説明する.一般的にアスリート

（athlete）は,運動選手，スポーツマン，運動好きな人，陸

上競技の選手とされている（ジーニアス英和辞典，2014）．

また,アスリートという用語は,石井（2016）によると,障害

者やプロ選手，スポーツ愛好家など競技者全般を含めた

使用へと拡大してきたと定義されている．そこで本研究

では,競技のレベルや種目等を限定せず，競技に取り組む

人を「アスリート」としている. 

加えて,大学入学後に大学スポーツにおける競技活動

を行っている学生の呼称は,「学生アスリート」なのか,「ア

スリート学生」なのだろうかと点に関して,長倉（2016）

によれば,学生でもありアスリートでもある彼らの呼称

は研究者の問題意識によって様々に表現されており,統

一されていないとのことである.であれば,大学スポーツ

は高等教育の中に存在しているのは言うまでもないが,

大学に入学しているからこそ競技活動を行うことができ

るため,身分は大学生であることを前提として正課教育

である学業と正課外活動である競技活動があるとの認識

で,本研究では「アスリート学生」と呼ぶことにする. 

文献の抽出方法については,2021 年 8 月までの検索可

能な全年を対象として,アメリカの大学スポーツにおけ

る全米大学体育協会（NCAA）および日本の大学スポー

ツにおけるアスリート学生の学業と競技について書かれ

ている著書の文献調査と論文の文献検索を行った.論文

の文献検索のデータベースは,Google Scholar と CiNii 

Articlesを使用し,併せて 16件を選択した. 

分析方法については,対象文献を精読し，著者，発行年，

論文または著書のタイトル,研究内容・研究結果について

対象文献の概要を整理した.第一段階として,大学スポー

ツにおける課題およびアスリート学生の現状の課題,そ

れらを解決するための施策について検討するために,大

学スポーツに関する継続的かつ多角的な施策を展開して

いるなど,大学スポーツ政策の先進事例とも言えるアメ

リカの大学スポーツにおける競技横断的組織である全米

大学体育協会（略称：NCAA）（1）の研究動向を調査する.

第二段階として,日本の大学スポーツにおけるアスリー

ト学生の学業と競技の両立に焦点をあてた研究動向につ

いて調査する.第三段階として,アメリカと日本における

大学スポーツの枠組みを整理しながら,大学とアスリー
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ト学生の関係について述べる. 

 
３．全米大学体育協会に関する文献整理 

 

表 1 のとおり，アメリカの大学スポーツにおける

NCAAに関する文献をまとめた.  

アメリカの大学スポーツにおける NCAA は,競技の安

全・安心の観点におけるルールや方針のみならず、環境、

学業、テレビ放映などの広報の面でも体制を整えており,

商業主義的な一面が強いことが指摘されている（Gerald 

et al,2017＝宮田訳,2018）.NCAAに所属しているアスリ

ート学生は, 奨学金給付や練習環境（施設）,学業との両

立,トレーニング方法,専門指導者の配置などの支援体制

が構築されており,NCAA 所属大学は,大学ブランドの向

上,学生募集など,金銭面において多くのプラス要素を生

み出していると言っても過言ではないと指摘されている

（Gerald et al,2017＝宮田訳,2018）. 

Rosenthal（2003）は,NCAAの本来の目的について,大学

スポーツを教育プログラムの中の重要な役割および選手

を学生として維持していくことによって,大学スポーツ

とプロスポーツの境界線,すなわち,アマチュアリズムを

維持することであったが,NCAA は大学スポーツの商業

化を推し進め,教育的側面やアマチュアリズムは軽視さ

れるようになってきていると指摘している.また, 

Fleischer（1992）は,大学スポーツの中に娯楽性が生まれ,

一般の人々の関心も高まってきたことにより,大学スポ

ーツはアメリカの高等教育に欠かせないものとなり,学

生スポーツへの関心の高まりとテレビの普及もあって,

大学スポーツの商業化は一層進んだと論じている.そし

て, Smith（1986）は,1970年代には,NCAA人気の高まり

に伴い,テレビ放映契約がより高額なものとなり,NCAA

の権威がさらに強化されてきたことにより,過度な商業

進行している現状を踏まえ,大学スポーツの商業化がも

たらす経済的な誘惑に対抗し,大学スポーツとしてのイ

ンテグリティを回復させる必要があることを指摘した後,

アスリート学生へのサポートの重要性を主張している. 

その後,NCAA の不正行為が問題視されはじめるよう

になったが,各大学はスポーツから得られる潜在的な収

入の確保や,大学スポーツが人気や評判を得るために重

要であることから,NCAA に従わざるを得なくなってい

ったこと, 1980年代になると,大学は,大学スポーツで勝利

することへの高い要求と,学問的価値への批判との間で

プレッシャーを受けていたことが指摘されている（Smith 

2000）.その一方で, Rosenthal（2003）によれば,多くの企

業スポンサーが露出目的で巨額の資金を大学スポーツへ

提供するようになったと指摘しており,大学スポーツプ

ログラムの放送収入も大幅に増加した.残念なことに,こ

のような巨額の資金は,アメリカンフットボールをはじ

めとする大学スポーツ界に不平等な状況をもたらしたと

指摘されている（Smith 2000）. 

現在,アメリカの大学スポーツは巨大な産業となり,強

い商業力を持つようになったが,この商業化された環境

が,アマチュアリズムや大学スポーツ選手の雇用形態 

に関する議論を生み、NCAAの不公正な行為を引き起こ

している. 

皮肉なことに,この莫大な資金を生み出す商品はアマ

チュアスポーツ,つまりアスリート学生であるが,NCAA

はアマチュアリズムを維持するために,アスリート学生

には報酬を与えないようにしていると論じられている

（Wheeler 2004）.しかしながら,NCAAは商業化された状

況を最大限に利用し、アスリート学生を利用して収益を

最大化しており,これはアスリート学生からの搾取では

ないかと,多くの人が不満を抱いている(Zimbalist 1999). 

加えて,アメリカの大学スポーツの抱える問題点を経

済学者の視点から考察した宮田（2016）は,アスリート学

生の興味・関心にかかわらず,大学側が授業科目の履修を

推奨する履修誘導、単位修得がしやすい授業科目の履修、

代返や課題をサポート人材が作成するなどの欺瞞につな

がっているとの根強い問題点を指摘している.  

要するに,アメリカの大学スポーツは,NCAA の本来

の目的とは裏腹に,企業スポンサーの露出目的などに

よる商業主義的な側面が強く,大学スポーツの人気を

高め,多くの収入を得ることを念頭においた勝利至上

主義とも言える状況にあると言える.アマチュアリズ

ムを維持していくために,アスリート学生の名前や写

真などを商業目的で使用することはできず,アスリー

ト学生が報酬を得ることができないようになってい

るが,大学側としては,アマチュアリズムを維持する 

ことよりも,アスリート学生や大学スポーツ競技を利

用しての収益の最大化に伴う大学経営への良い影響,
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ひいては,多くの収入を得ることを目的とした大学ス

ポーツ振興政策になっていることも考えられる． 

 

表１ 全米大学体育協会に関する文献 
著者 

（発行年） 
論文または著書のタイトル 要点 

Rosenthal, J 

（2003） 

From regulating organization to multi-

billion dollar business :The NCAA is 

commercializing the 

amateur competition it has taken 

almost a century to create 

NCAA の本来の目的は、大学スポーツを教育プログラムの中の重要な役割

および選手を学生として維持していくことによって、大学スポーツとプロスポ

ーツの境界線を維持することである。しかしながら、著者は、NCAAは大学ス

ポーツの商業化を推し進め、教育的側面やアマチュアリズムは軽視されるよう

になってきていると主張している。 

Wheeler, S 

（2004） 

Rethinking Amateurism and the 

NCAA 

著者は、学生としての 2つの特徴がNCAAの原則として存在すると主張し

ている。一つ目は、学生が不当な金銭的利益を受けてはならず、プロアスリー

トとして活動してはならないということ、二つ目は、学生が何らかの形で各大

学を代表する存在であることである。 

Zimbalist, A 

（1999） 

Unpaid Professionals: 

Commercialism and conflict in big-

time college sports 

著者は、「大学スポーツは、実際には、教育とは無関係で有害でさえある商

業化された産業である」と指摘している。また、大学スポーツにおける独占禁

止法についても考察し、学生アスリートが現状のシステムによって搾取されて

いるのではないかと指摘している。 

Fleischer, A. 

（1992） 

The National Collegiate 

Athletic Association:  

A study in cartel behavior 

著者は、NCAA の歴史とビジネス実践の調査を通じて、NCAA は実際には

カルテルであり、メンバーは利益を最大化することを唯一の目的としてビジネ

スに従事していると指摘している。 

Smith, R.K. 

（1986） 

National Collegiate Athletic 

Association's Death Penalty: How 

Educators Punish Themselves and 

Others’ 

著者は、過度に商業化が進んでいる大学スポーツにおいては、勝利主義が優

先され学生スポーツとしてのインテグリティが脅かされていると説明してい

る。NCAAは、大学スポーツの商業化がもたらす経済的な誘惑に対抗し、大学

スポーツとしてのインテグリティを回復させる必要があると指摘しており、学

生サポートの重要性を主張している。 

Smith, R.K. 

（2000） 

Brief History of the National 

Collegiate Athletic Association's 

Role In Regulating Intercollegiate 

Athletics’ 

著者は、大学スポーツにおいて、各大学の勝利への執着と、消費者の関心の

高まりが相まって、大学スポーツは過度に商業化されてきたことを指摘してい

る。各大学は、スポーツにおいてより優位に立つ為の術を模索しており、不当

に競争上の優位性を得ようとするこの欲求は、必然的に規則や規制の拡大に繋

がってきていると主張している。 

Gerald, G., 

Donna, L. and 

Andrew, Z. 

（2017） 

＝宮田訳（2018）  

Unwinding Madness: What 

Went Wrong with College Sports 

and How to Fix It. 

＝アメリカの大学スポーツ－腐

敗の構図と改革への道 

著者は、競技におけるルールや方針のみならず、広報の面でも体制を整えて

おり、商業主義的な一面が強いことを論じている。NCAA所属のアスリート学

生は、様々な支援体制が構築されており、NCAA所属大学は、大学ブランドの

向上、学生募集など、金銭面において多くのプラスな要素を生み出していると

言っても過言ではないと指摘している。 
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宮田由紀夫 

(2016) 

 

暴走するアメリカ大学スポーツ

の経済学 

著者は、アスリート学生が公式戦に出場するためには、GPAが一定基準以上

に達することが規則として定められていることを説明した上で、履修誘導、単

位修得がしやすい科目の履修、代返や課題をサポート人材が作成するなどの欺

瞞につながっているとの根強い問題点を指摘している。 

４．日本の大学スポーツにおけるアスリート学生の学業

と競技に関する文献整理 
 

表 2のとおり，日本の大学スポーツにおけるアスリー

ト学生の学業と競技に関する文献をまとめた.  

日本の大学スポーツにおけるアスリート学生は,競技

に集中しすぎるが余り,低修得単位などの学業不振に陥

り,大学を卒業することができない事例が散見される（荒

井他,2018）.さらに,木内他（2012）は,学生生活が競技中

心になるが余り,結果的に学業不振や学習意欲の低さを

引き起こしていることが課題であることを指摘し,津田

（2007）は,日々の練習に追われ,単位修得に右往左往する

ことにより,学業不振や目標の喪失などで悩んでいるア

スリート学生が多いことを指摘している. また,体育会学

生の調査においても,学業よりも競技を優先したいアス

リート学生が 57.3％,「勉強しなくてもどうにか卒業する

ことができる」,「出席をとらないなら授業に出席しなく

てもよい」という設問には,２割前後のアスリート学生が

そうした考えを支持し,アスリート学生の約４割は,大学

の中で優遇されていると回答している（高峰,2010）.つま

り,アスリート学生については,競技を優先しすぎるが余

り,学業を疎かにしている点が問題として浮き彫りにな

っている. 

また,伊坂・峰尾（2018）は,競技偏重の生活による学業

成績の低下のみならず,スポーツ推薦制度等による大学

間の選手争奪戦の熾烈化,勝利至上主義がもたらす体罰

などの問題を指摘している.加えて,高峰（2010）は,スポー

ツに関する能力や業績を重視する試験によって入学した

アスリート学生が 65％となっており,そのうち,３割以上

は自分が志望する学部学科に所属しておらず,４割以上

は勉強の仕方が分からないといった調査結果を報告して

いる. 

その他にも,束原他（2019）によれば,学業と競技の両立

意識は,男女ともに入学前に決まる属性的要素が影響を

与えず,入学後の学業と競技の成果に影響を受けること

を明らかにした上で,各大学におけるアスリート学生を

支援する仕組みや働きかけが卒業後の生活をより良いも

のにする可能性があることを指摘されている. そればか

りか,古谷・粟木（2015）は,競技レベルの高いアスリート

学生は競技活動を続けられることを目的に大学進学する

者が多く,入学当初から学業面に対する意識 

が低い一方,競技活動が原因で授業に参加できない等の

影響はほとんど見受けられなかったことから,デュアル

キャリア（2）の意識を啓発することが重要であると論じて

いる.それから,長倉（2011）は,大学が大学スポーツ競技者

をアスリート学生として受け入れたのであれば,アスリ

ート学生が学業と競技に安心して取り組めるような環境

を大学側が整備する必要があると指摘している. 

続いて,日本の大学スポーツに関する競技横断的な組

織について列記する.日本の大学スポーツに関しては,学

生が安心安全にスポーツに取り組める環境整備と学修支

援体制の構築,大学ブランディングや地域貢献活動の推

進を目的として,日本版 NCAAとも呼ばれ,大学横断的か

つ競技横断的統括組織である一般社団法人大学スポーツ

協会（通称「UNIVAS」という.）が 2019年に設立され,ア

スリート学生の学業充実・デュアルキャリア事業や安全

安心事業などを推進しているところである（吉田,2020）. 

UNIVASが取り組み始めたアスリート学生への学業・

キャリアに関する具体的な支援については,学業充実・デ

ュアルキャリア形成施策の提供・推進事業,安全安心なス

ポーツ環境整備の推進事業,大学スポーツ認知推進事業,

会員サポートプラットフォームの提供事業,クローズア

ップ UNIVAS 活動の推進事業の５つの柱から成り立っ

ており,管理者・指導者セミナー,入学準備プログラム,リ

ーダーズキャンプ,主務やマネージャー対象のGMGミー

ティング,就職セミナー,学業基準導入に向けた実証検証,

安全安心ガイドラインの徹底,UNIVAS アワード,アスリ

ート学生体調チェックのためのアプリ,SNS プロモーシ

ョンの拡大などの施策が展開されている（UNIVAS,2020）. 

以上のように,アスリート学生は,学生生活の中心が競
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技活動であることによって,学業に対する意識が低いこ

とが問題となっており,大学入学後の学業と競技の両立

意識の醸成が重要であると指摘されている.この課題解

決に向けた取組みとしては,一般社団法人大学スポーツ

協会（UNIVAS）が様々な取組を展開しているものの,全

国約 800 大学のうち,約 200 大学の加盟状況,競技団体も

約 20 団体の加盟との状況からも,組織的な施策の展開で

はなく,各々の大学の方針に基づく施策の展開に留まっ

ているのが現状だと言えるだろう. 

表２ 日本の大学スポーツにおけるアスリート学生の学業と競技に関する文献 
著者 

（発行年） 
論文または著書のタイトル 要点 

荒井弘和，深町花子，

鈴木郁弥，榎本恭介 

（2018） 

大学生アスリートのスポー

ツ・ライフ・バランスに関連す

る要因－デュアルキャリアの

実現に向けて－ 

 著者は、学生アスリートが競技に対して熱心になりすぎてしまい、学業不振

に陥り、大学・短期大学を卒業できない事例が散見されることを指摘している。

また、アスリート学生がスポーツ・ライフ・バランスを実現するためには、競

技に関連しない要因とアスリート・アントラージュが大きな影響を与えること

が示唆された。 

木内敦詞，奈良雅之，

島本好平，山口幸生，

長倉富貴（2012） 

学生アスリートのライフスキ

ルと学業・学習支援 

著者は、スポーツ推薦等の推薦入試制度を利用して入学したアスリート学生

の学業不振や学習意欲の不足を指摘している。 

津田忠雄 

（2007） 

大学教育とスポーツ競技を通

じての教育－大学生アスリー

トとライフスキル教育プログ

ラムの展開－ 

著者は、アスリート学生は、日々の練習に追われ、単位修得に右往左往し、

学業不振、コミュニケーション、目標の喪失、不規則な生活、人間関係、就職

への不安、将来への不安等などで悩む者が多いと指摘している。また、大学教

育の中で、アスリート学生に対する教育プログラムの実施・展開は、急務を要

することが示唆された。 

高峰修 

（2010） 

体育会学生の大学・競技生活

とキャリア意識に関する調査

報告 

著者は、半数以上の体育会学生が「学業よりも競技を優先したい」と考えて

おり、３割以上は自分が志望する学部・学科に所属しておらず、２割前後は「勉

強しなくても卒業することができる」、「出席をとらないなら授業に出席しなく

てもよい」と回答したことを報告している。 

吉田卓史 

（2020） 

UNIVAS 設立後の大学スポー

ツの展開に関する一考察 

著者は、学生が安心安全にスポーツに取り組める環境整備と学修支援体制の

構築を目的として、一般社団法人大学スポーツ協会（UNIVAS）が発足したこ

とを説明した上で、学内組織の整備とスポーツアドミニストレーターの配置の

必要性を指摘している。 

束原文郎他 

（2019） 

学生アスリートにおける学業

と競技の両立意識の実態とそ

の背景 

著者は、男女ともに属性的要素が影響を与えず、学業・競技成績が両立意識

に影響を与えるということは、アスリート学生を支援する取組や働きかけが卒

業後の生活をより良いものにする可能性があることを指摘している。 

古谷駿，粟木一博

（2015） 

デュアルキャリアに関する

学生アスリートの意識と大

学における支援の在り方に

ついての研究 

著者は、競技レベルの高いアスリート学生の方が競技活動を続けられること

を目的に大学進学する者が多く、入学当初から学業面に対する意識が低い一方

で、競技活動が原因で授業に参加できない等の影響はほとんど見受けられなか

ったことを指摘している。 

長倉富貴 

（2011） 

学生アスリートの学習支援に

ついて～山梨学院大学とアメ

著者は、大学は、アスリート学生のためにスポーツをする環境を整えるだけ

でなく、学生が学業を安心して取り組めるような支援体制も整える必要がある
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リカの大学の事例～ と指摘している。 

５．大学とアスリート学生の共依存構造 
 

第3節および第4節で述べたように,大学スポーツにお

けるアスリート学生の現状や問題点に焦点をあて,アメ

リカと日本における大学スポーツの枠組みを整理しなが

ら,アスリート学生視点と大学側視点での大学スポーツ

について論じてきた.次に,大学とアスリート学生との関

係についての研究動向をまとめることとする. 

まず,アスリート学生視点における大学スポーツのあ

り方について取り上げる.アスリート学生とそうでない

一般学生との間で,大学生活を通じて獲得するキャリア

能力で違いがあるのは「目標設定」であることが指摘さ

れている（Gayles,2009）.なお, Sauer et al（2013）は,アス

リート学生の能力開発やキャリアの点に関しては,結果

としてキャリアの初期において高い給与を得ていること

を実証している.また,日本の大学スポーツにおけるアス

リート学生は,学生生活の中心が競技活動であり、学業に

対する意識が低いことが問題となっており,大学入学後

の学業と競技の両立意識の醸成が重要であると指摘され

ている（束原他,2009）.加えて,競技力の高いアスリート学

生は,競技活動中心の学生生活をイメージしている者が

多く,学業面に対する意識が低い一方,競技活動が原因で

授業に参加できないなどの影響はほとんど見受けられな

かったため,アスリート学生自身における意識が重要で

あることも示唆されている（束原他,2009）.  

以上のように,アスリート学生の大学入学前というよ

りは大学入学後の学業と競技の両立意識,成果や目標設

定が,大学卒業後のキャリアに影響することが指摘され

ていることからも,アスリート学生自身が学業と競技の

両立の必要性,とりわけデュアルキャリアの意識を高め

るようなアプローチが重要であると考えられる.アスリ

ート学生はアスリートである前に一人の大学生であり,

大学生が受ける大学教育の第一義は,正課教育であるこ

とは言うまでもなく,正課教育あっての正課外活動（正課

外教育）であることから,競技中心の学生生活ではなく,学

業と競技が並列,もしくは学業あっての競技活動である

ことを認識した上で両活動を行うことが必要であろう. 

その上で,大学側の視点における大学スポーツあり方

について取り上げる. 

アメリカの大学スポーツは,NCAA の本来の目的と

は裏腹に,企業スポンサーの露出目的などによる商業

主義的な側面が強く,大学スポーツの人気を高め,多く

の収入を得ることを念頭においた勝利至上主義とも

言える状況であると言える.日本の大学スポーツは,ア

スリート学生が高い競技成績を残すことを通して,大学

の知名度やブランドイメージの向上させることを目的に

強化支援策を展開し、受験生確保や志願者数増加といっ

た大学経営面への効果を期待している点であると考えら

れる.であれば,大学はアスリート学生を利用していると

いう点が課題であると言わざるを得ない. 

これに加えて,大学側からの学生へのアプローチの視

点から, 大学スポーツ指導者の実態や在り方について取

り上げる. 

大学スポーツ指導者を含む国内スポーツ指導者の

実態について,石黒（2019）は,インターネット調査の結

果,大学スポーツを含む指導者の 87.6％がスポーツ指

導により金銭は一切受け取っていない,あるいは経費

を賄う程度の金銭を受け取ったが収入の足しにはな

っていないと回答した「ボランティア指導者」であり,

スポーツの指導だけで生計を立てている者は,全体の

2.1％に留まっている.加えて,その中の約3割は,他に指

導者がいないなどの理由により自分に意思に反して

指導活動を行っている「不本意ボランティア指導者」

であると報告した上で,本来の自発的な活動の意味を

持つ言葉であるボランティアという点からも,自ら望

まない指導者が指導せざるを得ない状況は健全とは

言い難いと指摘している.このように,大学スポーツを

含む国内スポーツ指導者の多くは,やむを得ず指導し

ているのが現状であり,ボランティア指導者に依存し

ているような状況からも「指導者不足」に陥っている
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と考えられる. 

次に,大学スポーツ指導者の実態を論じた上田（2018）

は,教職員指導者,委任・契約による外部指導者,結果責任

のあるボランティア指導者,結果責任のないボランティ

ア指導者といった様々な立場の指導者の存在しているこ

と,任命権者は大学法人,大学単体,OB・OG会,学友会,保護

者組織などが確認され,これらを組み合わせると複雑多

岐な職域・職責・雇用形態であることが浮かび上がるこ

とを指摘した上で,大学スポーツ指導者は,高等教育機関

におけるアスリート学生を対象とする指導者であり,高

等教育の教育目的を熟知した上での指導力が必要不可欠

であると論じている.であれば,大学スポーツ指導者はボ

ランティア指導者ではなく,高等教育の教育目的を理解

し,大学スポーツ指導と授業や学生支援などを業務とし

た教職員指導者を配置することが望ましいのではないか. 

 

６．まとめー大学スポーツとアスリート学生の研究動向

からの示唆 
 

ここで参考になるのは,教育機関が学生を成功に導く

活動に参画させる働きや努力と教育機関が学生を成功に

導く活動を意味する「学生エンゲージメント」（Kuh,2003）

の視点である. 

小方（2008）は,学生エンゲージメントが,「論理的に文

章を書く力」,「分析力や批判的に考える力」などの汎用

的技能形成や「専門分野での知識・理解」などの学問的

知識形成について影響していることを明らかにしている.

短期大学生におけるエンゲージメントについて論じた堺

他（2015）は,「教員の関与（エンゲージメント）」を高め

たところで学生生活は充実しないが,それが学生の中で

「教員への親近感」に変わったときに学生生活の充実に

大きな影響を与えるという二段階構造を持つことを明ら

かにしている.その他にも, 山田（2018）では,教室内外で

のアクティブ・ラーニング経験（教育環境）より,教員に

よる関与の方が学生の主体的な学びや深い学び,汎用的

能力,心理的発達と強く関連していたことを指摘し,アウ

トカムを左右する上でも学生エンゲージメントに着目し,

それらを高めることが重要であること,学生エンゲージ

メントを高めるためには,質保証の仕組みやツールを導

入したり,教育方法としてアクティブ・ラーニングを行っ

たりするのみならず,教職員によるエンゲージメント（関

与）が必要であることを論じている. 

これから示唆されるのは,学生自身が目標達成に向け

ての主体的な活動や教職員によるエンゲージメント（関

与）が学生生活の充実に大きな影響を与えるという点で

ある. 

以上のように,大学スポーツ指導者は複雑多岐な雇用

形態であることに加えて,ボランティア指導者といった

様々な立場の指導者が存在しているが,指導者不足に陥

っていることが考えられ,大学スポーツ指導体制,アスリ

ート学生に対する指導者のアプローチ方法には改善が必

要である旨が示唆されている. 

これを踏まえて,第一義を学業と競技の両立としたア

スリート学生に対する支援の仕組みや働きかけ,アスリ

ート学生自身のデュアルキャリア意識の涵養,学生エン

ゲージメントを高めるための教職員の関与,高等教育の

教育目的を理解している指導者のアプローチが大学入学

後の学生生活の充実や大学卒業後のキャリアに影響する

ことが考えられることからも,大学側は,勝利第一主義の

商業主義的な方針ではなく教育主義的な考え方,すなわ

ち,競技力や学業に対する意識が高い選手を獲得し,高い

競技成績のみならず,学業基準の設定や先述した方針を

定め,この意図を理解した教職員指導者の配置などの対

応を行うことが必要であろう. 

最後に,大学にとってのアスリート学生の在り方,アス

リート学生にとっての大学の在り方はどうあるべきであ

ろうか.大学は,アスリート学生が高い競技成績を残し,大

学のブランドイメージ向上や学生募集に良い影響を与え

ることを求めている一方,アスリート学生は,学業を疎か

にしてしまっても,競技活動に没頭することによってプ

ロや実業団の道へ進むことを学生生活の意義にしている

ことも考えられる.大学経営視点で言えば,高い競技成績

を残し,学業と競技の両立意識の高いアスリート学生を

望んでいることは間違いないだろう.であれば,先述した

搾取的と言われているような必ずしも良いとは言えない

現状を改善すること,すなわち,大学とアスリート学生の

共犯的搾取,被搾取関係とも言える状況を改善する手立

てについて検討することが必要であろう. 

 

＜注＞ 
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(1)全米大学体育協会（National Collegiate Athletic 

Association（略称「NCAA」という.））とは,全米の

大学スポーツを運営する組織であり,その最大の

役割は公平で安全な競技運営を行うことにあるが,

多くの収益を上げているなど,大学スポーツのビ

ジネス化にも成功した（宇田川・大崎,2019）. 

（2）デュアルキャリアとは, トップアスリートとして

のアスリートライフ（パフォーマンスやトレーニ

ング）に必要な環境を確保しながら、現役引退後

のキャリアに必要な教育や職業訓練を受け、将来

に備えるという考え方である（文部科学省,2012）. 
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